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細胞間情報伝達系：神経系

藤田＆藤田著：標準組織より改変

樹状突起：入力

細胞体：判断

神経突起：出力

シナプス、神経筋接合部

伝達

伝導

隙間

神経伝達物質

インパルス

(C) 2006, H. Tatsumi , All rights reserved

Last straw breaks camel’s back.
最後の藁がラクダの背骨を折る

細胞間神経伝達
ギャップ

信号伝達

良いタイミングの
最後の一押し：情報薬

まだ！ タイミングが
効果増大させる

超効果的

活動電位は起きない

AP:活動電位

(C) 2006, H. Tatsumi , All rights reserved

AP

全か無か = 1: 0
アナログ・デジタル変換だ！

最後の小さな刺激

が活動電位を起す
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IT活用健康維持管理システム

体重へらさ
なきゃ！

中央サーバでの
健康データ管理

1

2

3

前世紀の

HPの記録を見る

４

ゼロクリック

自動的なタイムリーなアラーム

逆ナースコール

２１世紀の

(C) 2006, H. Tatsumi, All rights reserved

歩数計の実際！

統合化システムがない

時間別がない時間別がない
２時間の内いつか送信２時間の内いつか送信

ii--modemode
ムーバだけ？ムーバだけ？

ＰＣがいるＰＣがいる

特殊特殊 USBUSB
ケーブルケーブル!!

ＰＣがいるＰＣがいる

StationStation
赤外線赤外線

それぞれサーバが違う：非互換
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53

Positioning of NEDO-HAP
NEDO-HAP :Healthcare Application Protocol

Separation from lower layer of communications (physical 
medium from communications)
Regardless of type of medium (cable/wireless)

Health monitoring device Digital appliance
Cable/wireless

Transport / 
Network

Data Link /PHY

Health 
protocol

Health measuring 
device

software
Health

protocol

Domestic terminal
software

Transport / 
Network

Data Link /PHY

Subject of 
standardization

Physical medium
(cable/wireless)

54

Standardization Activities
• Domestic (Japan)

– On the process of Technical Specification (TS) 
based on the National Standard of Japan (JIS ; 
Japanese Industrial Standards)

– expected to be issued as TS in summer 2007

• International
– Proposing
– IEEE11073 (Personal Health Data WG)

• proposing to be HAP as a part of IEEE11073 protocol suite

– ISO/TC215/WG7, Continua Health Alliance…
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The Continua Health Alliance

-2007/4/17 @TEPIA 4F ホール-

CreativeBank Inc.

Continua
Health Alliance

日本医療政策機構代表理事、内閣特別顧問 黒川清 氏基調講演9:20 - 9:50

国際パーソナル・テレヘルス・シンポジウム
－情報通信技術によるヘルスケア・イノベーションを目指して－

世界的企業
120社以上

IHE
Integrating Healthcare Enterprise

Integrated Healthcare Data

ますます
ネットワーク

が必要

IHD（遺伝子情報を含む）
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何故、ここまで来たのに商品が出来ない！

これから死の谷！
撤退する会社？あり？
独自の路線？、非標準化？
国の医療機器への規制？

国プロ
健康サービス産業創造（経産省）

えっ終わり！早く始まりすぎ！

ヘルスアップ事業！（厚労省）
Non ITによる！？

IFのみの成果主義？（文科省）
本当の成果に繋がらない！

それは、これから！
インテルによるContinua HAの動き

ゼロクリック研究所設立？
バックエンドの医療との連携：地域コミュニティ形成

官だけでなく：学会、大学、企業、NPO

NIST(米商務所う標準技術院)発表資料

基礎研究、開発、スケールアップ、市場投入

図１「死の谷」のイメージ

The Valley of
Death

非常に悪い
タイミング

タイミングの良い
情報薬が足らん！

を投与！

戦略的防衛医療構想
夜明けは近い

Virtual(1.0)

札幌医科大学大学院 医学研究科

生体情報形態学（解剖学）

辰巳治之

tatsumi@sapmed.ac.jp

Real(2.0)へ
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戦略的防衛医療構想（SDMCI）

Ver 1.0 患者側
＊ ＩＴのフル利活用により、病気になる前に

病気の素を絶つ

一大事が起きる前に、先手を打つ

Ver 2.0 医師側：
＊未熟な技術による医療事故を防ぐために

• （仮称）医療技術研修・研究センター:ご遺体で練習

技術、心を鍛え、地域医療への貢献

＊よい学生、医師を育てる
• 強い正しい心を育てる
• 篤志家団体による献体

えっ！患者で練習？

前立腺癌患者死亡事件
• H14年(2002年)11月、前立腺癌の男性患者に、腹腔鏡下手術の十分な経験の

ない医師3名が、指導医無しで執刀し、大量出血による脳死で死亡させたとして、
刑事事件に発展した。学内規定では倫理委員会の承認を得る必要があったが、
診療部長は指導医無しの執刀を独断で認めた。裁判や大学側による調査では、
患者側への執刀医に関する情報提供が成されていない、器具のマニュアルを読
みながら手術を行う、大量出血に備えた輸血用血液を確保していないなど、杜撰
な手術体制が指摘された。地裁判決では、医師に経験を積ませることを優先させ
たという指摘もなされている。大学は、手術を許可した診療部長（同大助教授）、
術者と第二助手に懲戒解雇、第一助手に出勤停止10日間の処分を行った。第一
助手は、手術の計画・立案に関わっていないという理由で出勤停止10日の処分
となった。

• また、厚生労働省は術者と第二助手に、医業停止2年の処分を行った。
• 2006年6月、東京地裁は医師三名に「医師の基本を忘れた無謀な行為」として有

罪判決を下した。

東京慈恵会医科大学附属青戸病院 - Wikipedia
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サージカルトレーニング

• 自動車運転スキルの習得

手術スキル習得の過程は
自動車運転スキル習得の過程に似ている

• 手術スキルの習得・・・提案

サージカルトレーニングセンター

Dry Lab.
・ 講習

・シミュレーター

・模型

修
了

手術

経験の蓄積

手術スキル
の習得

Wet Lab.
• 生体組織

• 生豚

・Cadaver

教習所

所内教習

• 講習

• シミュレーター

• 所内コース教習

仮
免
許

路上教習
免
許

日常の運転

経験の蓄積

運転スキル
の習得

レーシングスクール

先端テクニックトレーニング

これに相当する
ものがない！

これもない！

セミナー参加者による黙祷

女性医師も
積極的に参加
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２００７年５月９日：朝日新聞

インパクトファクター Zero！

MIS人工股関節置換術

手術時間の推移（皮膚切開から縫合まで）

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

1 33 65 97 129 161 193 225 257 289 321 353 385 417 449 481 513

出典：湘南鎌倉人工関節センター 平川和男

少しでも安全に！
少しでも早く上達！

これは何だったんだろう？

スーパードクター出演
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2007年4月公開フォーラム
:6月特区申請

• 医療技術研修・研究センター設立にへ向けて
ＭＥＲＩ(Medical Education and Research Institute)

•では、あなたは献体されますか？
えっ、、、ちょっと、、、

•では、献体してくださる方がいますが、反対ですか？
いいえ。是非お願いします。

•あなたは安全な薬、安全な手術が必要ですか？
はい。

公開討論会

７００名

道新ホールに決定！

2月１１日（月） 雪祭り最終日
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戦略的防衛医療構想
夜明けは近い

Virtual(1.0)からReal(2.0)へ

札幌医科大学大学院 医学研究科

生体情報形態学（解剖学）

辰巳治之

tatsumi@sapmed.ac.jp




